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　４月に発生した口蹄疫により畜産業界が壊滅的な打撃をうけた宮崎県。エースと
いわれる種雄牛にも感染が確認され即座に殺処分となり、さらに追い打ちをかけた。
　鹿児島県はこれを受けて、同県が保有するエース種雄牛２頭を含む６頭を喜界
島に移動させた。肉用牛は、競走馬よりも血統が重視されるのだ。
　黒豚を除く黒毛和牛だけの売上げで年間 800 億円ともいわれ、その他の経済効
果を考えれば畜産農家にとどまらず社会全体への影響があるため、県民一丸となっ
た防除の取組が必要とされている。（関連記事２・３ページ）

表紙説明

フェリーきかいから降りる種雄牛を載せた牛運車

かけがえなき県民の財産
喜界島へ“疎開”

N o . 5 1 6

6
平成 22 年

（20 1 0 年）
喜界町は「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています。



口
こ う て い え き

蹄疫から島の畜産を守れ !!

牛や豚だけでなくヤギも要注意本町でもさっそく防除に取り掛かった

周辺の町道は関係者以外通行止め

急ピッチで受け入れ態勢を整えた

口や蹄（ヒヅメ）
に水疱や裂傷がで
き、ただれること
から口蹄疫の名が
付いた

�

　

今
年
４
月
に
宮
崎
県
で
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
。

偶
蹄
類
（
牛
、
豚
、
山
羊
な
ど
）
に
深
刻
な
被
害
を
与
え
、

極
め
て
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
が
強
い
家
畜
伝
染
病
で
あ
る
。

同
県
で
は
、
発
生
箇
所
半
径
10
キ
ロ
圏
内
の
家
畜
の
殺
処

分
を
決
め
た
。
ま
た
、本
町
に
お
い
て
も
既
に
影
響
が
現
れ
、

５
月
の
子
牛
セ
リ
市
が
延
期
と
な
っ
て
い
る
。

　

馬
な
ど
の
奇
蹄
類
や
ヒ
ト
（
霊
長
類
）、
犬
猫
（
食
肉
類
）

な
ど
、
他
の
ほ
乳
類
や
鳥
類
は
発
病
し
な
い
が
、
ウ
イ
ル

ス
を
媒
介
す
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
宮
崎

県
で
は
、
次
の
と
お
り
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
た
（
要
旨
）、

○
不
急
不
要
の
外
出
や
畜
産
農
家
と
の
接
触
の
制
限

○
畜
舎
周
辺
や
え
さ
の
消
毒
徹
底

○
イ
ベ
ン
ト
・
大
会
・
集
会
等
の
当
面
の
自
粛

○
自
動
車
で
の
移
動
は
消
毒
ポ
イ
ン
ト
を
通
過 
な
ど

　

本
町
に
お
い
て
も
、
全
町
民
（
特
に
島
外
へ
旅
行
し
た

ば
か
り
の
方
）
の
不
急
不
要
の
畜
舎
へ
の
接
近
自
粛
、
畜

舎
周
辺
や
道
路
、
公
共
施
設
で
の
消
毒
作
業
へ
の
理
解
と

協
力
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

　

宮
崎
県
の
隔
離
中
だ
っ
た
種
雄
牛
55
頭
、
主
力
６
頭
の

中
で
も
精
液
の
供
給
量
が
最
も
多
か
っ
た
「
忠
富
士
」
が

発
症
し
、
す
ぐ
に
殺
処
分
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
５
月
25
日
に
は
、
鹿
児
島
県
の
エ
ー
ス
級

種
雄
牛
を
含
む
６
頭
が
喜
界
島
に
避
難
し
た
。
全
国
に
名

だ
た
る
「
鹿
児
島
黒
牛
」
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
、
町
内
の
畜

産
農
家
も
精
液
の
供
給
を
受
け
る
種
雄
牛
と
、
手
塩
に
か

け
て
育
て
る
母
牛
・
仔
牛
を
守
る
た
め
、
関
係
機
関
や
全

町
民
が
一
丸
と
な
っ
た
口
蹄
疫
侵
入
阻
止
に
向
け
た
取
組
が

必
要
と
さ
れ
る
。

（
本
稿
編
集
の
５
月
下
旬
現
在
で
は
本
県
は
未
発
生
）

牛
･
豚
に
深
刻
な
被
害
を
与
え
る

＂口
蹄
疫
＂
が
宮
崎
県
で
発
生

※
本
町
へ
の
侵
入
阻
止
に
全
町
民
の
協
力
が
必
要
※

　

宮
崎
県
で
の
法
定
伝
染
病
に
指
定

さ
れ
る
口
蹄
疫
拡
大
を
受
け
、
鹿
児

島
県
は
５
月
24
日
、
本
町
へ
種
雄
牛

（
種
牛
候
補
含
む
）
６
頭
を
緊
急
避
難

さ
せ
た
。
種
雄
牛
ら
は
フ
ェ
リ
ー
き
か

い
に
よ
り
翌
25
日
に
到
着
し
た
。
種
雄

牛
を
受
け
入
れ
た
の
は
民
間
施
設
。

　

今
回
の
６
頭
の
う
ち
「
金
幸
福
（
か

ね
ゆ
き
ふ
く
」
と
「
土
龍
波
（
ど
ろ

ん
ぱ
）」
の
２
頭
は
、
５
月
の
町
子
牛

セ
リ
市
（
口
蹄
疫
の
影
響
で
延
期
）

で
出
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
１
８
７
頭

の
仔
牛
の
父
と
し
て
大
半
を
占
め
、

ま
さ
に
「
か
ご
し
ま
黒
牛
」
ブ
ラ

ン
ド
の
屋
台
骨
を
支
え
る
ス
ー
パ
ー

エ
ー
ス
で
あ
る
。
他
の
牛
も
次
世
代

を
担
う
と
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

喜
界
島
が
移
転
先
と
し
て
選
ば
れ

た
理
由
を
県
畜
産
課
は
「
発
生
地
か

ら
離
れ
て
お
り
、
な
お
か
つ
海
で
隔

て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
口
蹄
疫
以

県
の
エ
ー
ス
種
雄
牛
な
ど
６
頭

無
事
に
喜
界
島
へ
到
着

外
の
疾
病
等
の
危
険
が
な
い
」
と
し

て
い
る
。

　

一
方
、
受
け
入
れ
理
由
を
町
産
業

振
興
課
の
栄
常
光
課
長
は
「
県
内
は

未
だ
口
蹄
疫
が
侵
入
し
て
お
ら
ず
、

今
回
の
種
雄
牛
も
慎
重
な
検
疫
の
結

果
、
感
染
し
て
い
な
い
。
県
の
畜
産

業
界
を
守
る
こ
と
は
、
町
を
守
る
こ

と
で
も
あ
る
」
と
説
明
し
、「
県
内
で

年
間
約
８
０
０
億
円
に
の
ぼ
る
売
上

げ
が
あ
る
『
か
ご
し
ま
黒
牛
』
の
土

台
と
な
る
種
雄
牛
を
受
け
入
れ
て
く

れ
た
民
間
施
設
に
は
、
県
は
も
ち
ろ

ん
町
と
し
て
も
大
変
感
謝
し
て
い
る
」

と
付
け
加
え
た
。

　

現
在
、
種
雄
牛
ら
は
獣
医
師
や
県

職
員
ら
に
よ
り
24
時
間
体
制
で
管
理

さ
れ
て
お
り
、
町
当
局
で
は
「
当
該

畜
舎
へ
の
接
近
は
ご
遠
慮
願
い
た
い
」

と
呼
び
か
け
て
い
る
。
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先輩の贈り物を前に改めて闘志を燃やす
真井主将（左）と梅龍飛副主将

喜高へ出張授業したザイミスさん（左）

美
沢
先
輩
が
後
輩
へ
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

「小さな島から世界を考える」
EU外交官が出張授業

　EU（欧州連合）の駐日代表部では、毎年５月に大使・外交
官などが日本全国の高等学校で出張授業を行っている。その一
環として５月 11 日、同代表部のニコラウス ･ ザイミス１等参
事官（ギリシャ）が喜界高校で出前授業した。この授業は全国
110 の高校で開催され、県内では喜界高校のみで行われた。
　はじめにザイミスさんは「この島に来たギリシャ人は私が初め
てでは」と切り出し、「EU 加盟国数は」などの四択クイズ数問を
生徒に出題。それらを踏まえて EU の歴史や理念を紹介した。
　その後、生徒らの「アジアも連合できるか」の質問に、「ド
イツとフランスは古くから犬猿の仲であったが連合した。アジ
アの国々も未来指向で目的を一つにすれば可能では」と、「今
年６月のサッカーワールドカップの優勝国は」には、「それは
神のみぞ知るが、日本とギリシャが決勝戦で会うでしょう」と
答え、笑いを誘った。
　生徒を代表して商業科一年の中山真由さんは「経済だけでな
く環境や人権問題などの取り組みは日本にも共通する内容で、
離島では聞けない貴重な内容だった。私たちもグローバル（世
界的視野）とロー
カ ル（ 地 域 目 線 ）
を持って活動した
い」と流暢な英語
で感謝の言葉を述
べた。
　最後に、上田昴
のさんと川畑奈々
さんが島唄をザイ
ミスさんにプレゼ
ントした。

　

今
シ
ー
ズ
ン
、
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ

ン
ズ
に
入
団
し
た
本
町
出
身
の
美

沢
将
選
手
は
こ
の
ほ
ど
、
母
校
で
あ

る
喜
界
高
校
野
球
部
に
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
マ
シ
ン
を
寄
贈
し
た
。

　

平
成
元
年
以
来
21
年
、
大
切
に

使
用
さ
れ
て
い
る
現
マ
シ
ン
は
、
久

保
正
樹
監
督
の
知
人
か
ら
贈
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
新
し
い
マ
シ
ン

の
追
加
に
部
員
た
ち
は
大
い
に
喜
ん

で
い
る
。

　

新
マ
シ
ン
は
、
左
右
両
投
の
球
筋

で
の
ス
ト
レ
ー
ト
や
カ
ー
ブ
、
ス
ラ
イ

ダ
ー
な
ど
に
対
応
し
て
い
る
と
い
う
。

　

教
え
子
か
ら
の
粋
な
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
久
保
監
督
は
「
私
立
の
強
豪

校
を
倒
す
に
は
打
撃
力
の
向
上
が

課
題
な
の
で
有
り
難
い
」
と
感
謝
し

た
。
ま
た
、
野
球
部
主
将
の
真
井
大

樹
君
は
「
N
H
K
旗
選
抜
大
会
や

夏
の
甲
子
園
予
選
に
向
け
、
こ
れ
で

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
強
化
し
た
い
」
と

決
意
を
新
た
に
し
た
。

  

美
沢
選
手
は
こ
れ
ま
で
、
町
や
町

野
球
連
盟
、
各
母
校
に
金
一
封
な
ど

を
寄
付
し
て
い
る
。



各種イベントで姿を見かける、いつも微笑みの絶えない 
服部さん夫妻

若
い
頃
の
写
真
を
、
と
の
要
望
に
「
若
い

頃
に
息
子
が
そ
っ
く
り
な
の
で
宣
伝
が
て

ら
載
せ
て
」
と
尚
貴
さ
ん
の
写
真
を
提
供

�

顔
シマッチュ  ぬ

顔
不定期連載　その3

おだやかに ひたむきに・・・
終
つい

の住
すみか

処と決めた喜界島に移り住んで早１１年
シマの人・文化・風景を未来へと残しつづける

服部 晃さん（80）

中里在住

　
島
の
各
種
行
事
に
、
ご
夫
人
を
伴
い
、
よ
く
姿
を
現
す
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
マ
ン
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
。
温
厚
な
が
ら
、
ひ
た
む
き
に
島

の
姿
を
映
像
に
収
め
る
そ
の
人
こ
そ
、
服
部
晃
（
は
っ
と
り
・
あ
き

ら
）
さ
ん
で
す
。

　
今
回
、
常
に
ビ
デ
オ
撮
影
に
編
集
作
業
に
と
忙
し
い
服
部
さ
ん

に
時
間
を
取
っ
て
い
た
だ
き
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

服
部
さ
ん
は
昭
和
５
年
２
月
８
日
、

三
重
県
阿
山
郡
伊
賀
町
（
現
・
伊
賀

市
）
に
お
い
て
、
父
・
正
吉
さ
ん
と
母
・

貞
枝
さ
ん
の
間
に
、
２
男
１
女
の
長

男
と
し
て
生
を
受
け
た
。

　

伊
賀
の
名
は
、
山
ひ
と
つ
越
え
て

隣
り
合
う
滋
賀
県
の
甲
賀
と
並
び「
忍

者
の
里
」
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ

る
。
ま
た
、徳
川
家
康
の
側
近
で
あ
り
、

伊
賀
出
身
で
江
戸
城
（
現
在
の
皇
居
）

の
半
蔵
門
と
し
て
も
名
が
残
る
服
部

正
成
（
通
称
・
半
蔵
）
は
、
歴
史
小

説
や
映
画
、
ゲ
ー
ム
で
今
も
盛
ん
に

描
か
れ
て
い
る
。

　

服
部
さ
ん
は
「
私
た
ち
の
服
部
家

が
由
緒
あ
る
家
系
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
生
家
の
屋
根
裏
に
は
甲
冑
や

血
を
浴
び
て
錆
び
た
日
本
刀
が
あ
り

ま
し
た
」
と
話
す
。

　

小
学
校
の
頃
に
家
族
で
四
日
市
市

に
移
っ
た
の
ち
、
服
部
少
年

が
６
年
生
の
時
に
太
平
洋
戦

争
が
勃
発
。
日
本
の
勝
利
を

信
じ
て
疑
わ
な
い
軍
国
少
年

は
、
当
時
の
満
州
国
や
上
海

な
ど
に
多
数
の
企
業
が
進
出

し
て
い
た
状
況
も
あ
り
「
ソ

ロ
バ
ン
と
支
那
語
（
中
国
語
）

が
出
来
れ
ば
お
役
に
立
て
る
」

と
三
重
県
立
四
日
市
商
業
学

校
に
入
学
す
る
。
し
か
し
、

国
家
総
動
員
法
の
も
と
、
男

手
の
な
く
な
っ
た
農
家
の
手

伝
い
、
軍
需
工
場
で
の
勤
労

学
徒
、「
鬼
よ
り
怖
い
」
陸

軍
配
属
将
校
に
よ
る
軍
事
教

練
、
終
戦
後
は
戦
火
で
焼
失

し
た
校
舎
の
再
建
に
明
け
暮
れ
、
ほ

と
ん
ど
授
業
を
受
け
な
か
っ
た
と
い

う
。

　

そ
れ
で
も
特
例
措
置
で
卒
業
証
書

を
受
け
取
っ
た
服
部
青
年
は
、
地
元

の
商
社
に
就
職
。
そ
し
て
23
歳
で
生

涯
の
伴
侶
と
な
る
２
歳
年
下
の
峰
子

さ
ん
と
巡
り
会
い
結
ば
れ
、
３
人
の

男
児
に
恵
ま
れ
る
。

　

特
に
趣
味
が
な
く
、
酒
も
タ
バ
コ

も
せ
ず
に
仕
事
一
筋
の
服
部
さ
ん
は
、

数
え
42
歳
の
お
祝
い
に
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
数
回
プ

レ
ー
す
る
も
「
せ
っ
か
く
の
休
日
に

家
族
を
ほ
っ
た
ら
か
し
て
自
分
だ
け

楽
し
め
な
い
」
と
、
他
に
も
趣
味
を

持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
ん
な
服
部
さ
ん
も
50
歳
の
時
、

尊
敬
す
る
先
輩
か
ら
「
趣
味
を
持
つ

べ
き
、
定
年
後
で
は
遅
い
」
と
諭
さ

れ
る
。

　
「
何
を
趣
味
に
し
よ
う
か
」
と
考
え

て
い
た
服
部
さ
ん
は
、「
三
男
の
成
長

記
録
に
」
と
峰
子
さ
ん
が
購
入
し
た

８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
カ
メ
ラ
で
ハ
ワ

イ
旅
行
の
様
子
を
撮
影
す
る
が
失
敗
。

せ
っ
か
く
の
海
外
旅
行
の
記
録
が
フ

イ
に
な
っ
た
こ
と
で
「
こ
れ
だ
」
と

決
め
、
８
ミ
リ
で
は
な
く
、
当
時
普

及
し
て
き
た
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
趣
味

に
選
ん
だ
と
い
う
。

　

そ
の
遠
因
と
な
っ
た
三
男
・
尚
貴

さ
ん
は
カ
ー
レ
ー
サ
ー
と
な
り
、
全

日
本
F
３
選
手
権
総
合
優
勝
や
世

界
最
高
峰
の
F
１
グ
ラ
ン
プ
リ
へ
の

参
戦
な
ど
、
国
内
外
の
主
要
レ
ー
ス

で
活
躍
。
現
在
も
国
内
最
高
ク
ラ
ス

「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
ー
ニ
ッ
ポ
ン
」の
チ
ー

ム
監
督
や
日
本
カ
ー
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー

の
選
考
委
員
を
務
め
る
な
ど
、
レ
ー

ス
界
の
最
前
線
で
活
躍
し
て
い
る
。

　

定
年
退
職
後
は
、
地
元
の
ビ
デ
オ

ク
ラ
ブ
で
気
ま
ま
な
活
動
を
し
て
い

た
が
、
当
時
体
調
を
崩
し
て
い
た
峰

子
さ
ん
の
こ
と
も
あ
り
、「
余
生
は
空

気
の
い
い
と
こ
ろ
で
」
と
考
え
、
沖

縄
や
宮
崎
へ
の
移
住
を
検
討
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
尚
貴
さ
ん
の
レ
ー
ス

チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
を
し
て
い
る
次

男
・
昌
史
さ
ん
が
、
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ

ト
で
働
い
て
い
た
本
町
湾
出
身
の
美

津
代
さ
ん
（
旧
姓
・
山
下
）
と
結
婚

す
る
。
そ
こ
で
「
お
嫁
さ
ん
の
故
郷

に
行
っ
て
み
よ
う
」
と
名
前
さ
え
知

ら
な
か
っ
た
喜
界
島
を
訪
れ
、「『
あ
』

も
『
う
』
も
な
く
島
に
ほ
れ
込
み
、

移
住
を
即
決
し
た
」
と
い
う
。

＊　
　

＊　
　

＊
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編集作業は朝から晩まで、数日間かかることも

　

編
者
の
「
そ
こ
ま
で
打
ち
込
め
る

の
は
な
ぜ
か
」
と
の
問
い
に
、「『
シ

マ
の
景
色
や
文
化
を
残
し
た
い
か
ら
』

と
い
う
の
は
建
前
で
、
単
に
好
き
で

や
っ
て
る
だ
け
。
本
当
は
ボ
ケ
防
止
」

と
笑
い
な
が
ら
謙
遜
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

今
や
島
に
溶
け
込
み
、
す
っ
か
り

シ
マ
ッ
チ
ュ
と
な
っ
た
服
部
さ
ん
夫

妻
。
収
録
さ
れ
た
喜
界
島
の「
人
」「
文

化
」「
風
景
」
は
、
50
年
後
、
百
年
後

に
、
さ
ら
な
る
輝
き
を
放
つ
。

も
、
こ
れ
ま
で
「
撮
っ
て
も
ビ
デ
オ
」

な
ど
多
数
の
番
組
に
今
年
５
月
現
在

で
１
３
３
本
を
投
稿
し
、
ち
ょ
う
ど

１
０
０
本
採
用
さ
れ
て
い
る
。
服
部

さ
ん
は
「
イ
チ
ロ
ー
の
打
率
よ
り
ず
っ

と
い
い
で
し
ょ
う
」
と
笑
う
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

以
前
は
「
人
生
50
年
」
と
い
わ
れ

た
が
、
そ
の
年
に
人
生
に
彩
り
を
添

え
る
趣
味
と
出
会
い
、今「
人
生
80
年
」

の
節
目
を
迎
え
、
老
い
て
な
お
盛
ん
。

撮
影
や
編
集
技
術
に
話
題
が
移
る
と

熱
を
帯
び
て
止
ま
ら
な
く
な
り
、
戦

中
戦
後
の
混
乱
期
や
高
度
成
長
時
代

の
激
動
期
を
生
き
抜
い
た
と
は
思
え

な
い
「
少
年
の
よ
う
な
」
服
部
さ
ん

の
性
格
を
、「
几
帳
面
で
曲
が
っ
た
こ

と
が
大
嫌
い
」
と
峰
子
さ
ん
は
説
明

す
る
。

　

そ
ん
な
峰
子
さ
ん
は
喜
界
島
の

水
が
合
っ
た
の
か
、
す
ぐ
に
体
調

を
取
り
戻
し
た
。
当
初
は
単
な
る

助
手
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
サ
ブ

カ
メ
ラ
マ
ン
に
＂
出
世
＂
し
、「
手

を
抜
く
と
す
ぐ
に
見
破
る
」
ほ
ど

に
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
ア
ル
コ
ー
ル
と
ケ
ム
リ
（
酒
と

煙
草
）
の
代
わ
り
に
買
い
揃
え
た
」

と
い
う
部
屋
を
埋
め
尽
く
す
編
集

機
材
に
囲
ま
れ
る
服
部
夫
妻
は
、

島
に
２
人
、
島
外
に
５
人
の
孫
に

も
囲
ま
れ
、
夫
唱
婦
随
で
島
の
あ

ら
ゆ
る
場
面
に
駆
け
付
け
る
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

平
成
10
年
４
月
に
島
に
移
り
住
み
、

最
初
に
ビ
デ
オ
制
作
を
手
掛
け
た
の

が
町
の
夏
ま
つ
り
。
完
成
品
を
当
時

の
野
村
良
二
町
長
へ
進
呈
す
る
と
「
ぜ

ひ
他
の
イ
ベ
ン
ト
も
」
と
依
頼
さ
れ
、

翌
年
に
は
公
民
館
講
座
の
ビ
デ
オ
教

室
講
師
も
引
き
受
け
た
。

　

以
来
、
年
間
平
均
１
０
０
本
の
ペ
ー

ス
で
制
作
を
つ
づ
け
、
町
内
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
同
窓
会
、
敬
老
会
な
ど
、

そ
の
時
々
の
島
の
姿
や
シ
マ
ッ
チ
ュ

の
人
生
の
区
切
り
を
映
像
に
収
め
る
。

　

特
に
、
県
内
外
へ
の
喜
界
島
の

P
R
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

テ
レ
ビ
局
が
主
催
す
る
「
K
K
B

ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
」
に
も
第
１

回
か
ら
８
年
連
続
で
皆
勤
参
加
し
、

N
H
K
喜
界
島
通
報
協
力
員
と
し
て

水田農家の皆様へ！ 参考掲載
本町は該当なし

　個別所得補償モデル対策の加入申請はお済みですか？
　加入期限は６月 30 日です。
○わが国の食糧自給率向上と農業の再生を目指す対策です。
○ご相談・お問い合せ先
　　役場産業振興課農政係　☎６５−１１１１（内線６１）
　　鹿児島農政事務所農政推進課　☎０９９−２２２−０１２１

緊急雇用創出事業募集要項（草刈等の作業員募集）
１．仕事内容	 町道沿線等の除草及び枝打ち・土砂の取除き等の作業
２．募集人員	 15 名程度
３．雇用期間	 平成 22 年７月１日〜平成 22 年 10 月 31 日（20 日／月程度勤務）
４．賃　　金	 １０，０００円／日以内  ※刈払機及び作業車持ち込みのこと
５．応募資格
　　　概ね 20 歳〜 65 歳までの方（離職者）、普通免許を有する方、草刈機での作業
　　　経験のある方、刈払機ならびに作業車（軽トラック）の操作ができる方
６．応募方法
　　　雇用保険受給資格者証及びその他失業者であることを証明できるもの
　　　自筆履歴書を持参
７．応募期間	 平成 22 年６月 10 日（木）〜平成 22 年６月 23 日（水）
８．採用方法
　　　応募多数の場合、抽選による。日時等は応募者に後日通知します
９．申込先および問合先
　　　喜界町役場　建設課　☎６５−１１１１（内線７１）



滝川卓球 SP による勇壮な島中踊り

見事優勝を果たした湾少女バレー SP の選手たち

�

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

地
区
大
会
へ
の
出
場
権
を
め

ぐ
り
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
!

　

今
年
度
、
奄
美
市
以
外
の
市
町
村

で
開
催
さ
れ
る
本
大
会
へ
の
一
枚
の

切
符
を
め
ぐ
り
、
５
月
９
日
か
ら
３

週
に
ま
た
が
り
、
本
町
予
選
大
会
の

火
蓋
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

　

５
月
９
日
は
、
総
合
開
会
式
終
了

後
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
男
女
の

予
選
が
行
わ
れ
、
代
表
の
座
を
か
け

て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
合
開
会
式
で
は
、全
て
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
に
よ
る
伝
統
芸
能
の
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
七
つ

の
活
動
領
域
の
一
つ
で
あ
る
文
化
活

動
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
実
施
し
た
も

の
で
、
参
加
者
は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

合
間
に
練
習
を
重
ね
、
各
団
と
も
特

第
37
回
大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

競
技
別
交
歓
大
会
喜
界
町
予
選
大
会

色
あ
る
発
表
を
披
露
し
ま
し
た
。

【
試
合
結
果
】

○ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
子
）

　

優
勝　

小
野
津
Ｓ
Ｐ

○ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）

　

優
勝　

湾
少
女
バ
レ
ー
Ｓ
Ｐ

○ 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
（
５
／
16
）

　

優
勝　

シ
ー
サ
ー
ズ
（
志
戸
桶
）

※�

サ
ッ
カ
ー
競
技
は
、
本
年
度
か
ら

総
合
型
Ｓ
Ｐ
ク
ラ
ブ
に
移
行
し
た

た
め
、
予
選
大
会
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

盛
り
だ
く
さ
ん
の

メ
ニ
ュ
ー
で
賑
わ
う
!

　

５
月
５
日
（
水
）
の
こ
ど
も
の
日

に
町
図
書
館
で
「
第
８
回
図
書
館

フ
ェ
ス
タ
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
家

族
連
れ
等
で
３
０
０
余
名
が
来
館
さ

れ
、
講
演
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
童

第
８
回
図
書
館
フ
ェ
ス
タ

謡
・
唱
歌
、
映
画
鑑
賞
会
、
古
本
市

等
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
前
中
（
10
時
〜
11
時
半
）
の
講

演
で
は
、當
原
絵
理
香
さ
ん
（
坂
嶺
）

が
「
素
人
が
作
る
本
の
楽
し
み
」
と

題
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
映
像

を
駆
使
し
な
が
ら
、
昨
年
出
版
さ
れ

た
『
お
い
し
い
た
の
し
い
喜
界
島
』

（
平
成
21
年
２
月
、
喜
界
町
保
健
福

祉
課
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
発
行
）
の

発
刊
ま
で
の
思
い
出
と
本
作
り
の
楽

し
み
に
つ
い
て
の
体
験
を
語
ら
れ
、

大
変
好
評
で
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
「
お
話
し
や
音
楽
の

森
」（
14
時
〜
16
時
半
）
で
は
、
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
こ
ど
も
の
日
に
因

ん
で
「
こ
い
の
ぼ
り
」、「
ハ
ー
モ
ニ

カ
・
ギ
タ
ー
と
楽
し
む
童
謡
・
唱
歌

の
世
界
」
で
は
館
長
の
伴
奏
に
合
わ

せ
て
「
こ
い
の
ぼ
り
」「
わ
れ
は
海

の
子
」「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
」「
金
太
郎
」

「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
の
名
曲
を
親
子

で
歌
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
後
に
子
ど
も
た
ち
が
待
ち
に

待
っ
た
長
編
映
画
「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」。

伝
説
の
海
賊
王
を
め
ざ
す
モ
ン
キ
・

Ｄ
・
ル
フ
ィ
の
物
語
に
胸
躍
ら
せ
て

喜
ん
で
い
ま
し
た
。
本
当
に
楽
し
い

こ
ど
も
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
古
本
市
で
は
町
民
の
皆
様

方
に
９
０
５
冊
の
本
を
お
求
め
い
た

だ
き
ま
し
た
。（
有
料
＆
無
料
）

平
成
二
十
二
年
度
「
喜
界
町

家
庭
学
習
サ
ポ
ー
ト
教
室
『
や

る
気
塾
』

　

５
月
23
日
（
日
）
に
平
成
22
年
度

「
喜
界
町
家
庭
学
習
サ
ポ
ー
ト
教
室

『
や
る
気
塾
』」
の
前
期
（
５
〜
10
月
）

の
開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
や
る
気
塾
」
は
、
小
学
３
年
〜

６
年
、
中
学
生
、
高
校
生
を
対
象

に
、
行
事
等
の
な
い
日
曜
日
に
九
回

設
定
し
、
14
時
〜
17
時
ま
で
学
習
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
指
導
者
は
町
内

の
小
・
中
・
高
等
学
校
の
先
生
方
や

町
教
育
委
員
会
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ね
ら
い
は
、

「
休
日
の
望
ま
し
い
学
習
習
慣
の
形

成
、
異
学
年
に
よ
る
教
え
合
い
、
指

導
者
に
よ
る
学
習
の
仕
方
の
指
導
に

よ
り
、
本
町
児
童
生
徒
の
家
庭
学
習

の
習
慣
化
を
図
る
」
こ
と
で
す
。

　

前
期
の
や
る
気
塾
に
は
、
小
学
３

年
４
名
、４
年
生
７
名
、５
年
生
７
名
、

６
年
生
４
名
、
中
学
生
９
名
の
計
31

名
が
参
加
申
込
を
し
て
い
ま
す
。

　

開
校
式
で
は
、晴
永
清
道
教
育
長
が
、

　

一　

将
来
の
夢
を
持
と
う

　

二　

�

夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
毎

日
、
続
け
よ
う

　

三　

「
や
れ
ば
で
き
る
」

と
い
う
こ
と
を
話
し
、
参
加
者
を
励

ま
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、湾
小
の
高
田
彩
香
さ
ん
は
、

●
前
期
開
校
式

一
回
目
の
や
る
気
塾
を
終
え
て
「
夢

に
つ
い
て
色
々
と
聞
い
た
。
私
も
、

夢
に
向
か
っ
て
、『
や
れ
ば
で
き
る

子
に
』
な
り
た
い
。」
と
今
後
の
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。。

　

前
期
は
、
11
月
７
日
（
日
）
ま
で

行
わ
れ
る
。

※�

や
る
気
塾
は
、
今
か
ら
で
も
い
つ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
興
味
を
持

た
れ
た
方
は
、
担
任
の
先
生
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
紹
介

　

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
安
全
を

守
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が

野
間
昭
夫
さ
ん
か
ら
新
原
一
雄
（
に

い
は
ら　

い
ち
お
）
さ
ん
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。
保
護
者
・
地

域
の
み
な
さ
ま
も
ご
承
知
い
た
だ
き

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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榮愛恵俐ちゃん 原田愛子ちゃん 中原梨依奈ちゃん

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

　

皆
さ
ん
ご
自
分
の
歯
が
何
本

あ
る
か
ご
存
じ
で
す
か
？
最
近
お

口
の
中
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？

　

私
た
ち
の
歯
は
、
全
部
生
え
そ

ろ
え
ば
乳
歯
が
20
本
、
永
久
歯
は

32
本
（
親
知
ら
ず
を
含
め
て
）
あ

る
は
ず
で
す
。
食
事
を
お
い
し
く

食
べ
る
た
め
に
は
、
使
え
る
歯
が

20
本
あ
っ
て
、
７
か
所
以
上
で
咬

み
合
え
ば
大
丈
夫
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
乳
歯
の
数
と
同
じ
で
す

ね
。
８
０
２
０
（
80
歳
ま
で
自
分

の
歯
を
20
本
残
す
）
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
の

心
が
け
が
と
て
も
大
切
で
す
。
喜

界
島
の
子
ど
も
た
ち
は
３
歳
の
時

点
で
、
す
で
に
半
数
以
上
に
む
し

歯
が
あ
る
と
い
う
状
況
で
す
。（
平

成
20
年
度
健
診
結
果
よ
り
）　

　

む
し
歯
と
歯
周
病
を
予
防
す
る

に
は
、
や
は
り
お
口
の
中
を
清
潔

に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

た
め
に
は

★
食
べ
た
ら
す
ぐ
歯
磨
き

★
ダ
ラ
ダ
ラ
飲
み
食
い
し
な
い

６む

月 

４し

日
〜
10
日
は

歯
の
衛
生
週
間
で
す

！！

　

こ
の
２
つ
が
特
に
大
切
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も

★
良
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

★�

半
年
に
一
回
は
歯
科
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

�
★�
フ
ッ
素
を
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

（
フ
ッ
素
は
歯
の
再
石
灰
化
を
促
進

し
ま
す
。
ひ
ま
わ
り
第
一
保
育
園
で
は

フ
ッ
化
物
洗
口
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
フ
ッ
素
の
活
用
と
し
て
は
一
番
効

果
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぶ

く
ぶ
く
う
が
い
と
吐
き
出
し
が
で
き

れ
ば
家
庭
で
も
で
き
ま
す
。
か
か
り

つ
け
の
歯
科
医
院
に
ご
相
談
下
さ
い
）

　

な
ど
の
こ
と
に
心
が
け
、
い
つ
ま

で
も
若
々
し
く
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

し
っ
か
り
噛
め
て
、
飲
み
込
め
る
と

い
う
機
能
は
、
美
し
い
表
情
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
、
家
族
と
ご
自
身
の
お
口
の

健
康
を
見
直
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
・
・
・
・
・
。

広げよう　

「噛む」から始まる

健康づくり

　

平
成
17
年
か
ら
積
極
的
な
接
種
の

お
す
す
め
を
休
止
し
て
い
た
日
本
脳

炎
が
再
開
し
ま
し
た
。
昨
年
６
月
に

新
し
い
ワ
ク
チ
ン
が
承
認
さ
れ
、
今

年
４
月
か
ら
、
ま
ず
３
歳
の
お
子
さ

ん
へ
の
接
種
の
お
す
す
め
が
再
開
さ

れ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
休
止
期
間
中

に
接
種
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
お
子

さ
ん
達
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
検
討
中
と
の
こ
と
で
す
。
詳

し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
（
☎

65

−

３
５
２
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

問
診
票
を
発
送
し
ま
し
た
！

　

５
歳
と
い
う
年
齢
は
、
ほ
と
ん
ど

の
お
子
さ
ん
が
同
年
齢
の
集
団
生

活
に
入
る
時
期
で
す
。
親
の
悩
み
事

も
子
ど
も
の
社
会
性
に
関
す
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
き
ま
せ
ん
か
？
心
も

体
も
大
き
く
成
長
す
る
こ
の
時
期
に

健
診
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

の
こ
と
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
子
育

て
を
応
援
で
き
る
場
に
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
乳
幼
児

健
診
と
同
じ
よ
う
に
、
母
子
保
健
推

進
員
さ
ん
に
通
知
を
配
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
通
知
の
届
い
た
お
子
さ
ん

は
、
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

５
歳
児
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

　

７
月
５
日
〜
７
月
10
日
は
、
厚
生

連
の
巡
回
健
診
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
、
申
し
込
み
は
、
も
う
お
済
み
で

す
か
？

　

特
定
健
診
は
、
40
歳
〜
74
歳
の
方

を
対
象
に
、
内
臓
脂
肪
に
着
目
し
た

健
診
で
す
。
病
気
に
な
る
前
に
、「
病

気
に
な
り
そ
う
な
人
」
を
見
つ
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
病
気
に
な
り
そ
う
な
人
」
を
で
き

る
だ
け
早
く
見
つ
け
、
生
活
習
慣
を

見
直
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
病
気
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
う
た
め

の
健
診
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
昨
年
度
の
喜
界
町
の

特
定
健
診
受
診
率
は
、
17
・
8
％
と
、

奄
美
群
島
内
で
は
最
下
位
で
し
た

･
･
･
。

　

こ
の
ま
ま
、
受
診
率
が
低
い
状
況

が
続
く
と
、
い
ず
れ
、
皆
さ
ま
の
国

民
健
康
保
険
税
が
増
額
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　

健
診
の
申
し
込
み
は
ま
だ
間
に
合

い
ま
す
！
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
特
定

健
診
を
受
け
て
、
ご
自
分
の
健
康
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
に
行
こ
う
！

健
康
な
明
日
の
た
め
の

第
一
歩
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第29回 喜界町夏まつり
７月31日・８月１日に開催

７月31日（土）

歩行者天国（湾・赤連商店街）

相撲大会（町相撲場）

８月１日（日）
ミコシ・綱引き

フネィンカー競漕

漁船海上パレード（湾漁港）

婦人会踊り

八月踊り（スギラビーチ）

演芸ショー

花火大会

夏まつりボランティアスタッフ大募集 !!
　喜界町夏まつり協賛会では、喜界島の夏の風詩「喜界町夏
まつり｣ に一緒に参加していただけるボランティアスタッフ
を募集します。
　蝶の飛び交う隆起珊瑚礁の島で、協賛会メンバーと共に「祭
りを創り上げる感動」を体験してみませんか？

お手伝いしていただく、主な仕事内容

 ★交通整理

　湾赤連商店街・スギラビーチ会場周辺の簡単な交通整理です。

　※弁当・飲み物等は、協賛会で準備いたします。

応募資格　16歳以上の方

　　　　　（ただし、高校生は保護者の承諾が必要です）。

応募方法　喜界町役場企画課で、お申込みください。

応募締切　平成22年７月20日（火）

連　絡　先

喜界町夏まつり協賛会事務局（喜界町役場　企画課内）

　〒 891‐6292　鹿児島県大島郡喜界町湾１７４６番地

　ＴＥＬ：０９９７‐６５‐１１１１

　ＦＡＸ：０９９７‐６５‐４３１６

　 E m a i l ： t o k e i @ t o w n . k i k a i . l g . j p
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シマの 話 題 その 2 Topics in KIKAIJIMA

今年度の事業計画などが決定された

総会の後は輪になって八月踊り

長年、毎月欠かさず環境整備する豊崎さん

好評だった孝田さん（右）の講演

「チバリヨ！喜界健児」

鹿児島喜界会総会開催　

鹿
児
島
喜
界
会
の
平
成
22
年
度

総
会
が
５
月
16
日
、
鹿
児
島
市
内

の
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
。

　

今
年
度
は
新
規
事
業
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
の
児
童
生
徒
が
県
本
土

で
野
球
な
ど
各
大
会
に
出
場
す
る

際
に
掲
げ
る
、
堂
々
と
自
信
を
持
っ

て
試
合
や
発
表
会
に
臨
め
る
よ
う

に
『
チ
バ
リ
ヨ
喜
界
健
児
』（
案
）

の
応
援
幕
を
、
鹿
児
島
喜
界
高
校

同
窓
会
と
連
携
し
て
作
成
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
晴
永
清
道

教
育
長
が
駆
け
付
け
、
学
校
再
編

を
は
じ
め
と
す
る
町
教
育
行
政
に

つ
い
て
の
報
告
を
し
た
。

　

総
会
後
は
引
き
続
き
懇
談
会
が

あ
り
、
互
い
に
旧
交
を
温
め
な
が

ら
、
島
唄
や
八
月
踊
り
で
親
睦
を

深
め
た
。（報

告
：
友
岡
藤
一
郎
さ
ん
）

女
性
な
ら
で
は
の
視
線
と
感
性
で
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
ろ
う　

〜
町
地
婦
連
総
会
〜

　

喜
界
町
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会

（
地
婦
連
、永
房
枝
会
長
、９
４
０
人
）

は
５
月
16
日
、
町
体
育
館
で
平
成
22

年
度
の
総
会
を
開
催
し
た
。

　

永
会
長
は
「
昨
年
は
皆
既
日
食

や
瀬
戸
内
町
で
の
『
ふ
る
さ
と
を
興

す
大
島
地
区
学
習
大
会
』
で
多
く
の

知
識
と
経
験
を
得
ま
し
た
。
今
年
は

学
習
大
会
が
喜
界
町
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
を
い
か
に
実
践
す
る
か
、

足
元
の
課
題
を
み
つ
め
、
女
性
な
ら

で
は
の
視
線
で
安
心
安
全
な
地
域
を

つ
く
る
た
め
に
、
各
会
員
の
取
組
を

期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

加
藤
啓
雄
町
長
は
来
賓
あ
い
さ
つ

で
「
地
域
を
住
み
よ
く
す
る
た
め
に

は
女
性
の
し
な
や
か
な
感
性
と
き
め

細
や
か
な
配
慮
が
必
要
。
地
域
の
欠

か
せ
ぬ
担
い
手
と
し
て
、
会
員
相
互

の
親
睦
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
の

ご
活
躍
を
お
願
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

協
議
で
は
、
昨
年
度
の
経
過
報
告

や
決
算
、
監
査
報
告
。
今
年
度
の
予

算
案
や
努
力
目
標
な
ら
び
に
事
業
計

画
案
が
一
括
し
て
承
認
さ
れ
た
。
努

力
目
標
に
つ
い
て
は
、
①
地
域
づ
く

り
は
組
織
の
充
実
か
ら
②
心
を
育
て

る
教
育
は
ま
ず
親
・
大
人
の
生
き
方

か
ら
③
地
域
福
祉
活
動
を
積
極
的
に

進
め
る
。「
健
康
か
ご
し
ま
21
」
に

向
け
て
④
生
命
の
原
点
（
自
然
環
境
・

食
・
農
）
に
本
気
で
向
か
い
合
お
う
。

ゴ
ミ
減
量
・
資
源
ゴ
ミ
回
収
・
マ
イ

バ
ッ
ク
持
参
に
努
め
よ
う
⑤
交
通
安

全
母
の
会
の
趣
旨
を
ま
ず
家
庭
で
生

か
そ
う
⑥
女
性
の
地
位
向
上
を
め
ざ

し
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
図
る　

な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。

　

他
に
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
長
の
界
田
満
仁
さ
ん
か
ら
「
保
健

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
」、
町

保
健
福
祉
課
保
健
師
の
青
山
美
穂
さ

ん
に
よ
る
「
女
性
特
有
の
ガ
ン
」
に

つ
い
て
の
説
明
も
あ
っ
た
。

　

閉
会
後
に
は
、
町
保
健
福
祉
課
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
幹
の
孝
田

荘
屋
さ
ん
に
よ
る
『
ス
ト
レ
ス
と
ど

う
向
き
あ
う
か
？
〜
心
の
健
康
に
つ

い
て
〜
』
と
題
す
る
講
演
も
あ
っ
た
。

孝
田
さ
ん
は
、
婦
人
会
の
役
員
を
壇

上
に
あ
げ
て
用
具
も
使
い
な
が
ら
身

振
り
手
振
り
で
「
過
去
を
悔
や
ん
だ

ま
ま
未
来
に
期
待
し
て
も
意
味
は
少

な
い
。
考
え
を
少
し
だ
け
変
え
て
、

あ
る
が
ま
ま
の
自
分
を
受
け
入
れ
た

ら
未
来
も
よ
い
方
向
に
向
か
う
」
と

説
得
力
が
あ
り
つ
つ
も
、
ユ
ー
モ
ア

に
あ
ふ
れ
た
巧
み
な
話
術
で
会
場
の

笑
い
を
誘
い
な
が
ら
訴
え
た
。

40 年の長きに渡り水天宮の総本山を環境整備

豊崎義光さん
  大朝戸集落から
百之台公園へ向
か う 途 中、NTT
ドコモのアンテ
ナそばに、ひっ
そりと水天宮碑
がある。
　湾在住の豊崎
義 光 さ ん（85）
はその水天宮で
毎月一日、環境整備作業をつづけている。
　豊崎さんは幼少時に母親から「島の水天宮の元は百之
台」と聞かされており、自身が百之台の町営牧場に勤務し
ていたこともあり、昭和 45 年から 40 年もの長きに渡り作
業をつづけているという。
　「喜界町史」によると百之台水天宮では戦前、町主催で
全島民による雨乞いが行われていたという。また、昭和
50 年代に大干ばつが続いたときも、加藤啓雄町長が経済
課長時に、多くの農家を集めて雨乞いをした。
　通路や周辺の雑草を払い、石碑に焼酎を供えた豊崎さ
んは「若い人は知らないだろうから、せめて小さな鳥居で
も入り口にあれば」と話し、「そのうち車の運転ができなく
なる。誰か後を継ぐ人がいれば」と空を見上げた。
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町 職 員 募 集
平成 22 年度喜界町職員採用候補者試験を下記のとおり行います。

試 験 名 初級 （高校卒業程度）

試験区分
一般事務
建築技師（建築設計の有資格者）
消防士（救急救命士の有資格者）

採用人員
一般事務　２〜３名程度
建築技師　１名
消防士　　１名

受験資格

一般事務
　昭和 58 年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた者で高等学校以上
を卒業した者 ( 平成２３年３月高校卒業見込みの者を含む）
建築技師
　昭和 50 年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた者で高等学校以上
を卒業した者、かつ建築設計の資格を有する者
消防士
　昭和５８年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた者で高等学校以上
を卒業した者、かつ救急救命士の資格を有する者

第１次試験日時・会場
　　平成２２年９月１９日（日）　町役場コミュニティセンター
申し込み受付け期間
　　平成２２年８月２日 ( 月 ) 〜８月２０日 ( 金 )　＊郵送の場合は当日消印有効
問い合わせ先
　　詳しくは役場総務課人事係（☎ 6 5 - 1111 ）へお尋ね下さい。

国 家 公 務 員 採 用Ⅲ種（ 税 務 ）試 験 受 験 者 募 集
　人事院九州事務局と熊本国税局では、国家公務員採用Ⅲ種（税務）試験の受験者を募集しています。
試験に合格し採用されますと、全員が税務大学校に入校し、一年間、税務職員として必要な専門知識を
修得するための研修を受けることになっています。その後、税務署に配属され、国税の仕事に従事する
ことになります。なお、募集要項は、次のとおりです。

一、受験資格
　　�平成元年４月２日から平成５年４月１日ま

でに生まれた方（学歴は問いません。）
二、試験の程度
　　高校卒業程度
三、申込書の受付期間
　　�６月 22 日（火）から６月 29 日（火）まで

（通信日付印有効）
四、第１次試験
　　９月５日（日）

五、申込用紙
　　�人事院九州事務局、熊本国税局又は最寄り

の税務署に備え付けています。詳しくは、
次のところへお問い合わせください。

　　●人事院九州事務局
　　　　電話０９２—４３１—７７３３
　　●熊本国税局人事第二課試験研修係
　　　　電話０９６—３５４—６１７１
　　●大島税務署
　　　　電話０９９７—５２—４３２１
　　　　※自動音声案内



13　Kikai Public Relations 2010.6

こ
ん
に
ち
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赤
ち
ゃ
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い
つ
ま
で
も

　
　
　

お
幸
せ
に

戸
籍
の
窓

税
で
創
る
、
あ
か
る
い
未
来

６
月
末
は

町
県
民
税
税
１
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民
健
康
保
険
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介
護
保
険
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ご
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り
し
ま
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文
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平
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田
元
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次
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光
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霜
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奈
実
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南
男

丸
山
な
ぎ
さ

喜界町の推計人口
（平成 22 年６月１日現在）

世 帯 数   ・・・・ 3,743 戸 （ ＋ ４）

人 口   ・・・・ 8,119 人 （ △ ３）

男   ・・・・ 3,902 人 （　 ０）

女   ・・・・ 4,217 人 （ △ ３）

（　）は前月比
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え
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か
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澤
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光
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み
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弥
島　
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子

社
協
だ
よ
り

■
香
典
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敬
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穂
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す
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連

志
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寄
付
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児
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会
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平
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四
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里
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「
ふ
る
さ
と
納
税
」
し
ま
せ
ん
か
？

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、「
ふ
る
さ
と

喜
界
島
を
応
援
し
た
い
」
と
い
う
出

身
者
を
対
象
に
、
喜
界
町
に
寄
附
を

行
っ
た
と
き
、
５
千
円
を
超
え
る
部

分
に
つ
い
て
は
個
人
住
民
税
や
所
得

税
が
一
定
限
度
ま
で
控
除
さ
れ
る
制

度
で
す
。

　

ま
た
、「
か
ご
し
ま
応
援
寄
附
金

募
集
推
進
協
議
会
」
を
と
お
し
て
喜

界
町
に
寄
附
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

そ
の
際
は
、
寄
附
金
額
の
４
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が

鹿
児
島
県
、
６
割
が
喜
界
町
に
入
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ま
す
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ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
概
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【
個
人
の
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合
】

・�

控
除
対
象
と
な
る
寄
附
金
額
→

５
千
円
を
超
え
る
部
分
の
寄
附
金
額

・
控
除
方
式
→
税
額
控
除
方
式

・�

控
除
額
の
上
限
→
個
人
住
民
税
所

得
割
の
約
１
割

【
法
人
の
場
合
】

・�

喜
界
町
へ
の
寄
附
に
つ
い
て
は
、

そ
の
全
額
を
損
金
に
算
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
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○
手
続
き

　

確
定
申
告
の
際
に
、
喜
界
町
が
発

行
し
た
領
収
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が
必
要
に
な
り
ま
す
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詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
か
、

喜
界
町
役
場
総
務
課
（
担
当
：
仲
）、

税
務
課
（
担
当
：
平
馬
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
９
７
（
６
５
）
１
１
１
１
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南米原産のアメリカデイゴ（カイ
コウズ）の改良種でマメ科デイ

ゴ属の落葉小高木。鮮やかな花の色が
珊瑚細工に使われるアカサンゴに、葉
が桐に似て、幹や枝に鋭いトゲがある
ことから名付けられたという。別名は
ヒシバデイゴ。
　カイコウズに似るが、別名のとおり
葉が菱形で、花は稲穂状に列をなして
咲くので見分けがつく。沖縄の県花で
あるデイゴはインド原産であり、サン
ゴシトウと比べて幹が太く、花は列を
なさずに密集して咲くので、さらに容
易に見分けることができる。デイゴ属
には他に、ホソバデイゴやマルバデイ
ゴなどがある。高島純也さん宅（早町）
にて。花ことばは不明。

サンゴシトウ（珊瑚刺桐）

インド北部からヒマラヤ地方が原産でウリ科
キュウリ属のツル性一年草。胡瓜の「胡」

はトルコやペルシャなど現在の中近東を指し、
胡麻（ゴマ）などと同じくシルクロードを伝っ
て日本に入ったと思われる。古くには「木瓜」
と書いた（現在では木瓜は「モッコウ」「モッカ」

「ボケ」などと読み、観賞用の花として知られる
別の植物）。シマユミタでは「チュウイ」など。
　古くから身近な食材として利用され、移入当
初は熟したものも食べたというが、現在では未
熟果を食す。中国など海外では煮物や炒め物として
利用する。
　３月頃から収穫が始まり、収穫後も次々と脇から
新しい芽がでて５月頃まで収穫できる。生産者は「メ
ロンやスイカのように一回しか収穫できなかったら赤
字ですよ」と話す。
　花ことばは「洒落（しゃれ）」。

キュウリ（胡瓜）

ヨーロッパ原
産でアオイ

科ゼニアオイ属の
越年草（宿根草）。
日本には中国を経
由して江戸時代に
入ってきた。名の由来は、花の形が五円玉のように
穴の空いた貨幣（寛永通宝などの鳥目銭）に似るた
めといわれる。
　ヨーロッパでは古くより万能薬として知られ、花に
含まれる成分は「ゼニアオイエキス」として現在も化
粧品に使われている。
　育てやすいこともあって古くから庶民に愛され、明
治の俳人・歌人の正岡子規は「鴨の子を 盥（たらい）
に飼ふや 銭葵」と詠んだ。たらいに浮かぶ落ちたゼ
ニアオイの花を子ガモに見立てたのか。
　花ことばは「恩恵」「母の愛」「温厚」「初恋」など。

ゼニアオイ
（銭葵）

島
に
咲
く
花

５－６月

第
26
回


